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　文献検索や論文執筆は医師にとって
重要なスキルです。ただしその目的は，
新しい知識を臨床に生かすため，研究
成果を共有するため，自身のキャリア
を築くためと，人によってさまざまで
しょう。中でも研修医は，学会発表や
症例報告，サマリー考察のために文献
検索に取り組むことが多いはずです。
しかし，忙しい日々を送る中で適切に
文献検索を行うのは容易ではありませ
ん。そこで提案するのが AIを活用す
ることです。本稿では，便利なツール
の活用方法に焦点を当てたタイムパフ
ォーマンス，コストパフォーマンスの
高い文献検索・管理法を共有します。

医療界の新たな助手 
―― AI技術の可能性を探る

　近年の AI技術の発展において，特
筆すべきは ChatGPTの登場です。自
然言語処理技術の進歩により，人間の
言葉を理解し，人間らしい文章を生成
できます。最近では，米国医師国家試
験（USMLE）に合格できるほどの正
答率を叩き出す 1）など，まさに時代を
動かす画期的なツールになりました。
医療においては，診断や治療の支援，
業務の効率化といったさまざまな応用
が考えられています 2）。
　こうした大規模な言語モデルの AI
は，論文執筆の各ステップ，つまり文
献検索・管理，要約，ライティング支
援などにも活用ができ，研修医の限ら
れた時間とリソースを最大化する強力
なツールとなるはずです。紙幅の関係
上，文献検索・管理に関連した AIツー
ルだけになりますが，その活用方法を
以下で紹介していきます。

研修医が活用すべき 
文献検索・管理ツール

　文献検索に当たっては，Mutually（お
互いに），Exclusive（重複せず），Col-
lectively（全体に），Exhaustive（漏れ
がない）というMECE（ミーシー）を
意識して，モレなく，ダブりなく行う
ことが重要です。しかし，文献検索の
方法（例えば，PubMedのMeSH用語
の使い方など）に関して研修医の時代
に体系立てて学べる機会はほとんどな
いために，この原則に基づいた効率的
な検索が難しいこともあるでしょう。
また，集めた論文の管理も重要です。
そこで，私が普段使用している時間を
大幅に短縮可能な文献検索・管理ツー
ルを紹介します。各ツールの特徴（表）
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や具体的な使用場面（図）などをまと
めましたので，ぜひこれらの導入を検
討してみてください。

AIと上手に付き合っていくた
めに

　図や表を通じて紹介してきたよう
に，AIは強力なツールと言えます。
その活用先は論文作成や研究への応用
にとどまらず，画像診断やカルテ記載
の自動化など，医療の質と効率を大き
く向上させる可能性を秘めています。
ただし，こうしたポジティブな面が数
多く存在する一方で，AIと上手に付
き合っていくには次の点に注意する必
要があるでしょう。
◆ AIの限界を理解する
　繰り返しお伝えしていますが，AI
はあくまでツールです。全てを解決で
きる魔法ではありません。AIによる
診断支援や情報整理は有用ですが，最
終的な意思決定は人間が行うべきだと
私は考えています。AIの性能や限界
を理解し，適切な場面で適切に活用す
ることが重要です。
◆データの質を確保する
　AIの学習結果は入力されるデータ
に大きく依存します。データの質を確
保し，適切なデータを AIに提供する
ことが求められるでしょう。“Garbage 
In，Garbage Out”（質の悪いデータか
らは，質の悪い結果しか生まれない）
です。

◆倫理規定を遵守する
　AIの活用にはプライバシーの保護
や患者の同意など，医療倫理が深くか
かわってきます。活用時は，これらの
倫理規定を遵守することが必要です。
投稿先のジャーナルによっては Chat 
GPTなどの使用を禁止している場合
もありますので，投稿規定を事前に確
認しましょう。

＊
　これらのポイントを押さえつつ，
AI技術を上手に活用することで，研
修医の皆さんの仕事はより効率的にな
り，精度も高まるでしょう。患者ケア

の質を向上させることだってできるは
ずです。自身のニーズに合わせて適切
なツールを選択し，医療分野でこれか
ら活躍するために AIとの適切なかか
わり方を見つけていきましょう。
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●表　 筆者が利用する文献検索および管理のための AIツール（2023年 8月時点）

特徴

 ●  思いついた臨床の疑問につ
いての先行研究を出典付き
ですぐに確認できる

 ●  文頭に［pubmed］と付けて
検索すると，Pubmed収載
論文から文献を検索できる

 ●  アップロードしたファイル
に関して質問することがで
き，関連したWeb検索／参
照も可能

 ●  メジャーなテーマの論文の
中からクオリティが高い論
文を探すのに適している

 ●  Abstractを 1文に要約し，
その論文が検索目的に合致
しているか素早く確認でき
る

 ●  上位 4論文から情報を要約
して summaryを提示して
くれる

 ●  見つけた論文に関連のある
論文を調べるのに有用な検
索ツール

 ●  検索結果の中から選択した
論文の引用・被引用論文
を，ネットワークグラフで
視覚的にわかりやすく表示
してくれる

 ●  サイトから 1クリックで論
文情報と PDFを取得可

 ●  Google Driveで PDF同期，
どこからでもアクセスできる

 ●  PDFにコメント＆ハイライ
ト可能

 ●  Googleドキュメント，Word
での論文執筆との相性◎

利用場面

 ●  疑問やアイデアが頭に浮か
んだ時，即座に関連する文
献を確認したい時

 ●  詳細なリサーチやレビュー
を行いたい時

 ●  特定のテーマやトピックに
関して高品質な論文を探し
出したい時

 ●  ある論文が引用している文
献や，その論文を引用して
いる他の論文を確認したい
時

 ●  論文を整理・保存したい時

 ●  論文執筆の際に引用管理を
効率的に行いたい時

具体例

 ●  新しい治療法や薬に関する
最近の研究を迅速に探す

 ●  深い知識を必要とする症例
や，特定の疾患・治療法の
最新の動向を知る

 ●  学会発表や論文執筆の際
に，参考にしたい論文の背
景やその後の研究動向を探
る

 ●  多数の論文を読みあさった
後，それらを整理して保存
し，後で参照や引用をしや
すくする

疑問の言語化
STEP1

臨床で浮かんできた
疑問や調べたいこと
をリストアップ

文献検索
STEP2

Perplexity→Elicit
の順番で文献検索
する

関連論文の探索
STEP3

重要そうな論文を探
索し，CONNECTED 
PAPERSで 関 連す
る論文を読みあさる

文献管理
STEP4

気になった論文は
Paperpile にピッ
クアップする

●図　  筆者が行う「テーマ発案から文献検索・管理に至るまで」のプロセス
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